
- Rinseikyo Report -

名 称：森林認証（SGEC-FM）維持審査及び変更審査
日 時：令和５年10月25日（水）～27日（金）
会 場：大館市役所（書類審査）、グループ会員所有林（現地調査）
参加人数：審査員１名（SGSジャパン㈱）、認証グループ４会員
要 旨：主な内容は以下のとおり

写 真：

＜審査１日目：10月25日＞
１ オープニングミーティング（審査員）

２ 現地調査
（１）大館市有林現地調査（大館市早口字貝倉向袋 地内）
（２）利害関係者インタビュー①（大館北秋田森林組合）
（３）㈱石川組社有林現地調査（大館市岩瀬字大川目元渡 地内）
（４）利害関係者インタビュー②（藤島木材工業㈱・藤島林産㈱）

＜審査２日目：10月26日＞
２ 現地調査※前日の続き
（５）小坂町有林現地調査（小坂町小坂字向 地内）

３ 書類審査
（１）大館市書類審査① ～（２）小坂町書類審査② ～（３）㈱石川組書類審査③

＜審査３日目：10月27日＞
３ 書類審査※前日の続き
（４）協議会書類審査④

４ クロージングミーティング（審査員）
認証面積：3,141.54.ha
評価事項：大館市の単独認証からわずか１年で北鹿地域林業成長産業化協議会として、各会員へ
の説明や基本方針等の修正を行い、グループ認証に至った事務局の取組みは大きく評価される。
今後は、大館市、鹿角市、小坂町、北秋田市の認証材供給地の増加に伴い、秋田スギの認証製

品製造・加工の体制整備を進めることが、喫緊の課題で協議会の活動を期待したい。

写真１ 現地調査の様子（㈱石川組社有林） 写真２ 書類審査の様子


